
99

（4了）

氏名（生年月日）

本     籍

学位の種類
学位授与番号
学位授与の日付

学位授与の要件

学位論文題目

論文審査委員

三友仁（昭和6

医学博士

乙第308号

昭和53年2月17日

学位規則第5条第2項該当・（博士の学位論文提出者）

新生児および早期乳児化膿性髄膜炎一とくに台湾における臨床と長期神経学的

追跡研究について一

（主査）教授 福山 幸夫

（副査）教授 喜多村孝一，教授 久保田くら

論 文 内 容 の 要 旨

 抗生物質の飛躍的進歩，早期発見ならびにその他治療

面の努力により，新生児化膿性髄膜炎の死亡率は，1930

年代の100％から1960年代の66％に改善されたにも拘わ

らず，菌交代現象と抗生剤耐性菌の出現とともに発生し

た治療上の困難，従来とセまぼ変らぬ頻度で発生する後遣

直め問題，更に髄膜炎の確実な発生予防がでぎないとい

う炉心等，現在尚未解決の問題が多い．今回著老は，最

近11年間に台大病院で経験した新生児および早期乳児化

膿性髄膜炎50例について，臨床的ならびに疫学的観察を

行ない，かつ死亡せずに退院した29例全例に対し，退院

後平均6年経過後に追跡調査を行ない，神経学的予後を

明らかにし，さらに髄膜炎急性期の諸因子と神経学的予

後との関係を推計学的に分析したので，その結果を報告

する．

 対象

 生後60日以内に発症した化膿性髄膜；炎50例であり，男

性34個口女性16例，平均年齢は生後36日である．これは

同期間に発生した幼児，学童を含む化膿性髄膜炎287例

の17．4％に当る．

 結果

 1．入院期間：78％が1カ月未満であった．

 2．入院時病日：86％が発病後5、日以内に入院した．

 3．先行疾患，因子：周生期合併症が工6％に，生後感

染症が24％にみられ，前者は生後15日未満，後者は生後

16～30日の各年齢群に有意に多かった．

 4。入院中主要症状＝発熱88％（腸内細菌群および

髄液培養陰性群に有意に多し），癌寧78％（生後16～45

日群に有意に多し），髄膜刺激症状40％（生後1ヵ月以

上群に有意に多く，また、全例が短期入院例），咳漱18％

（長期入院群に有意に多し），水頭症6％（腸内細菌群

のみにみられた）であった．

 5．髄液所見：100／mm3以上（平均2．078／mm3）、の

多核白血球増多が98％の例に，401mg％以上（平均503

mg％）の蛋白増量が32％の例に，糖量減少が78％の例

に，それぞれみられた．菌培養陽性率は50％で，内訳け

は腸内細菌群13例（大腸菌1，大腸菌類以菌5，アルカ

リゲネス3，緑膿菌2など），非腸内細菌群12例（肺炎双

球菌4，ブ菌3，連鎖球菌3など）であった．

 6．入院中死亡率は42％で，季節，患児日齢 髄液蛋

白量，入院期間，咳漱肺よび硬膜下液貯溜の有無により

異っていた．

 7．生存退院した29例全例に施行した平均6年後の追

跡調査では，正常24％，軽度行動異常6．9％，学習障害

27．6％，就学不能（軽症のてんかん，神経学的欠陥）

20，7％，臥床（重度のてんかん，神経学的欠陥）10．3

％，死亡（退院1～7年後）10．3％であった．

 8．追跡調査時，神経学的には，頭神経麻痺55％，筋

緊張異常34％，水頭症14％・，てんかん発作28％，難聴20

％が認められた．

 9．追跡調査時，脳波，Bender・Gestaltテストを実施

するとともに，行動，運動，会話の各機能につき，一定

基準を設定し，指数（qUQtient）化し，それらと臨床諸
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因子との関連を検討した．

 10・運動指数は，硬膜下液貯溜の有無，併用抗生剤種

類数および入院期間，会話指数は入院期間，行動指数は

水頭症またはてんかん発作の有無，脳波指数は硬膜下液

貯溜，発病から入院までの日数，総合指数は硬膜下液貯

溜，入院期間により，それぞれ有意の相関があった．

 n．累積生存率は，退院後1年57％，2年55％，6年

53％，7年51％であった．

 考察

 新生児および早期乳児化膿性髄膜炎の予後は，まだか

なり重篤であり，今後なお早期発見，治療に努力すべき

である．また後急症の診断には，満1歳時の発達指標の

診察が有用であり，広く実施されるべきである．

論 文 審 査 の 要 旨

本論文は，台湾における新生児・早期乳児の化膿性髄膜炎50例の臨床と，その生存退院例29例全例

の長期予後を調査研究し，その早期診断・治療の意義を明らかにした学術上価値ある論文である．
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